



























































































































































４拍で -1.8st，５拍で -2.0st である。
一方，ピークから語末までの下降の大きさは，拍数が長くなるほど大きく
なることがわかる。これまた測定によるばらつきが生じやすいが，２拍で
















































































































































２H0型 ３H0型 ４H0型 ５H0型 ２L0型 ３L0型 ４L0型 ５L0型
最　大　値 15.1 11.2 13.4 9.8 12.6 11.9 12.5 12.5 
第３四分点 12.2 10.1  9.6 7.8 11.3 11.1 10.6 11.4 
中　央　値 11.4  9.8  8.9 7.3 10.4 10.6 10.3 10.6 
第１四分点 10.5  9.4  8.6 6.7  9.9 10.1 10.0 10.1 
最　小　値  8.2  8.8  7.9 5.1  9.4  9.4  8.7  7.8 




































































































































































































































































































































































































料⑵』『同⑵　同⑷』（ともに DVD-ROM。wav ファイルと解説 PDF ファイ
ルを含む。科研報告）
大和シゲミ（2009）「近畿中央部若年層アクセントにおける式音調の変種」『大阪樟蔭
（ 52 ）
女子大学日本語研究センター報告』16
吉田健二（2008）「『式』の基本周波数上の特徴のパラメータ化」『論集Ⅳ』アクセン
ト史資料研究会
